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iを虚数単位とする．実数 θに対して複素数 e(θ)を

e(θ) = cos θ + i sin θ

で定める．正の整数 nに対し，複素数平面上の点 e
(
n− 1
3

π
)
と点 e

(
n
3
π
)
を通る直

線を ℓnとする．複素数 zに対し，直線 ℓnに関して点 zと対称な位置にある点を表す複
素数を Rn(z)とする．

(1) 複素数 zと共役な複素数を zとする．このとき，

Rn(z) = e(θ1)z +
√
3 e(θ2)

をみたす実数 θ1，θ2 をそれぞれ nを用いて表せ．

(2) 実数 a，bに対して，

z1 = a+ bi, zn+1 = Rn(zn) (n = 1, 2, 3, . . .)

で定められる複素数の列 {zn}の一般項を求めよ．


